
ηmax Refrigeration Systemは違います。低凝縮温度 (tk)、小さい温度差 (TD) でも運転できます。

●省エネルギー化（CO　削減）・・・・・消費電力 50％カット、冷凍能力 30％アップ

●熱交換器の着霜抑制・・・・・・・・・・庫内温度の安定、冷凍焼け防止

●超々低温 (-70℃) による食品の高品質化・・・細胞内凍結、生に近い食感

TD≧2℃tk≧to+0.3MPa

equalize loading Enable!!

For instance

R-717(NH3）

RT=-38℃

to=-40℃（70kPa）

tk=-10℃（300kPa）

TD=2℃

SH=1.5℃
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emRS の冷凍システムでは、冬季外気温が低くなった場合の最低凝縮圧力が蒸発温度 (to）相当圧力 +0.3MPa でも安定

した高効率運転が可能です。また、冷媒温度と空気の温度差 (TD) が 2℃でも同様に、負荷変動に追従した理想的な

運転が可能です。その結果、以下の効果が得られます。

三つの効果が生み出すシナジーメリット

精度へのこだわり。

emRS の設計思想が、これからの常識を創造する。
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tk optimizer によるフィードバック制御。急激な負荷変動にも追従します。

●常に蒸発器の状態を監視

●凝縮圧力を低圧力で最適化制御

●急激な負荷変動に追従

●冷凍機容量制御に対応

●主要冷凍機メーカのイータマックスシステム専用能力表による、

　高精度な運転シミュレーションが可能
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知性を持った冷凍システム emRS　

先進の制御システムとの融合。

ただ単に、凝縮圧力を外気にまかせて低下させると、製品負荷の増加やデフロスト終了時の庫内温度

上昇に連動して蒸発温度も高くなります。これにより冷凍能力も大きくなることから弁・膨張弁・分

流器それぞれ圧力降下量も大きくなります。このときに必要となる圧力降下量を上回る圧力値がない

と蒸発温度が下がり運転不良を生じてしまいます。

tk optimizer はシステムの運転状態を監視しながら、フィードバック制御をおこない、冷媒が適正な

蒸発温度に至るために必要な圧力降下量を演算し、その指令値まで積極的に凝縮圧力を低下させ、最

適な運転状態を保ちながら、高効率運転を安定しておこないます。　


